

















































































































北（丘） ？（丘？） 1 4 － 山崎 1974
3 狐塚南遺跡 10号土壙墓 － 木蓋土壙？
棺外（棺蓋上？）／脚部
下半／右






































方方 箱形木棺 主 棺内／腰部／左 北東（平→丘、平） 東南東（平） 1 2 柳田 1996
9 竹並遺跡A地区 15号墳 方 箱式石棺 主 棺内／頭部／左 北北東（平） 北東（平） 1 2 刀子・鋤先・鎌 呉 1979















1 3´ － ・刀子？ 沢田 1981






















15 萱葉２号墳 方円 石槨 組合式木棺？ 主
棺外？端（槨内）／脚部
下方／中央（左）





































？ 副 ？／脚部下半／左 東（平→丘） 西（平→丘） 1 ？
鉄鏃５・ ・鎌・不明鉄
器
18 豊前坊２号墳 円 箱式石棺 主
棺外隅（蓋石下？墓壙
内）／頭部上方／左
北東（丘（１号墳）） 北東（丘（１号墳）） 1 3´ 鉄鎌 武田 1996
棺内／脚部下方／左 南西（（平→）丘） 1 2 － 鉄刀
棺外隅？（墓壙上面？）
／脚部下方／右
西（平→丘） 1 4 －
20 相の谷杉谷支群１号墳 円 組合式木棺 主 棺内／頭部・右 西（平→丘） 西（平→丘） 1 2 刀子・鎌・不明鉄器 藤田 1995
21 高月山２号墳 方 箱式石棺 主
棺外（蓋石下？墓壙内）
／脚部直下／左
南東（丘） 北西（丘） 1 3´ 鋤先・鉄鎌 宮崎 1988
22 丸井古墳 第１石槨 方円 石槨 割竹形木棺 主 棺外（槨内）／胸部／左 西（丘） 西北西（平） 1 3 鉄鏃３ 亀井・大山 1983
23a 奥３号墳 竪穴式石槨 石槨 割竹形木棺 主 棺内／頭部直上／中央 西北西（丘（、平）） 西北西（丘（、平）） 1 2 鉄剣・刀子・




方円 石槨 割竹形木棺 主
棺外（槨内）／脚部上半・
左
北西（平→丘） 東北東（丘） 1 3 （刀子） 森下 1997
25 快天山古墳 第１主体 方円 石槨 割竹形石棺 主？棺外（槨内）／腰部／左 北（丘） 東（丘） 1 3 － 鉄鏃





南西（丘） 2 3 鉄剣・鉄鎗・刀子２・
27 蓮華谷２号墳 円 粘土槨 刳貫式木棺 主 棺内／頭部／右 南（平→丘） 南東（平） 1 2 鏡・ 須崎・菅原 1994










方円？ 石槨 割竹形木棺 主
棺外（槨内）／頭部上
方？／？
東（丘） ？（東？）（丘？） 1 3 （刀子・ ・鎌）？
30 曽我氏神社２号墳 方 石槨 割竹形木棺 主
棺外隅（槨内）／頭部上
方／右
東（丘、平） 東北東（平→丘） 1 3
短冊形鉄斧・刀子・
２・鉄鎌
31 長谷古墳 円 石槨 割竹形木棺 主
棺外隅（槨内）／頭部上
方／右








－ 石蓋土壙 棺内／胸部／右 西（丘） 西（丘） 1 2 － 柴崎ほか 1982
34 国森古墳 方 組合式木棺 主 棺内／頭部上方／右 北西（丘、平→丘） 北西（丘、平→丘） 1 2 短冊形鉄斧 ・鑿 乗安 1988














台形？ 石槨 組合式木棺 主
棺外（石槨壁体内）／腰
部／右？

















































台形？ 石槨 組合式木棺 副 棺内／脚部直下／中央 南東（丘）
北西～西北西
（平→丘）
1 2 － 荒川 1998
38 中出勝負峠８号墳 SK１ 円？ 組合式木棺 主 棺内／胸部／右 北（平→丘、丘） 北北西（平→丘） 1 2 鏡・槍・鉄鏃 佐々木 1986
39 弘住３号墳 双方円 石槨 組合式木棺 主 棺内？／脚部直下／右 東（丘） 北西（平→丘） 1 2 － 石田 1983
40 才ヶ迫１号墳 第２主体 方 石槨 組合式木棺 副 棺内／頭部／左 東（平→丘） 東（丘、平） 1 2 不明鉄器 鍜治 1993






42 中小田１号墳 方円 石槨 組合式木棺 主
棺内？／頭部上方／中
央（右）
北東（平→丘、丘） 北東（平→丘） 1 2 短冊形鉄斧 潮見 1980
43 上安井古墳 円？ 石槨 組合式木棺 主 棺外（槨内）／頭部／左 北西（平→丘） 北（平→丘） 1 3 鉄鎌 渡辺 2001
44 大迫山１号墳 方円 石槨 組合式木棺 主
棺外（槨内）／脚部下半
／右




















47 矢藤治山墳丘墓 方円 石槨 組合式木棺 主
棺外端（石槨内）／脚部
下方／右














南（平→海、平→丘） 南（平→海、平→丘） 1 2
鉄剣・短冊形鉄斧・刀
子・鉄鎌
49 有本１号墳 第２主体 方 組合式木棺 副？
棺内？／頭部上方／中
央
東（平→丘） 東（平→丘） 1 2 鎌・棒状鉄器 小郷 1997
50 用木１号墳 第１主体 円 割竹形木棺 主
棺内／脚部下方？／
左？
東（平→丘） 西（丘） 1 2 短冊形鉄斧・
51a 用木３号墳 第１主体 粘土槨 平底木棺 主 棺内／脚部下方／左 南東（平→丘） 北（丘） 2 2 短冊形鉄斧
51b 用木３号墳 第２主体 土壙 周 棺内／頭部？／左？ 北（丘、平） 北東（平→丘） 1 2
52 社日古墳 方 木槨 刳貫式木棺 主 棺内／頭部上方／右 東（平→丘） 東北東（丘、平→丘） 1 2 短冊形鉄斧・ ・鋤先 大庭 2000
53 土井・砂４号墳 方 組合式木棺 主
棺外端（墓壙上層？）／
頭部上方／右
北北西（平→丘） 北北西（平→丘） 1 4 － 和田ほか 2001





北西（平→丘） 1 3? － 赤沢ほか 2002




56 馬の山４号 方円 石槨 ？ 主 棺内？／頭部直上／右 東（丘） 東北東（丘） 1 2 ？
佐々木古代文化
研究室 1962





東南東（平→丘） 3? 3? 鎌、鋤先？ 梅原 1924






1 2 （鉄鏃） 中川 1993







北（平→丘） 北東（丘） 1 3 － 近藤 1985
61 権現山51号墳 方方 石槨 割竹形木棺 主
棺内／頭部上方／中央
（右）




62 龍子三ッ塚１号墳 方円 石槨 組合式木棺？ 主
棺外（槨外）／頭部？／
左？
南（平、丘） 西南西（平→丘） 1 4 鉄刀？・短冊形鉄斧 松本 1984
63 水堂古墳 方円 粘土槨 割竹形木棺 主 棺内／頭部上方／左？
北東～北北東
（平（→丘））



















2 2 刀子 岸本 1996







1 3 鋤先 引原・福島 2001
67 上大谷６号墳 方 組合式木棺 主 棺内／脚部直下／右？ 北東（丘） 南西（平→丘） 1 2 － 短冊形鉄斧 樋口ほか 1999




































1 3 短冊形鉄斧・刀子 鉄鏃・棒状鉄製品
棺外（槨内）／脚部下方
／左
北（丘） 1 3 －
棺外端（槨内）／脚部下
方／中央
北（丘） 1 3 鉄鏃
72 瓦谷１号墳 第２主体 方円 組合式木棺 副
棺内（副室）／脚部下方
／中央（左？）
北（平） 南（丘） 1 2 （靫） 石井・有井 1997
73 妙見山古墳 方円 石槨 石棺 主
棺外隅（石槨上面）／脚
部下方／右
東～東北東（丘） 西（平→丘） 1 4 筒形銅器・銅鏃・鉄鏃 梅原 1955






























676 平山古墳 円 割竹形木棺 主
棺外（墓壙内）／脚部直
下・右
南西（丘） 東（（丘→）平→丘） 1 3 引原・福島 2001
棺外隅（槨内）／脚部下
方／右











1 2 － 広瀬 2000
















80 石不動古墳 南棺 方円 割竹形木棺 副 棺内／頭部上方／左
東～東北東
（平→丘）
東（平→丘） 1 2 － 短甲・鉄刀・刀子 梅原 1955





82 真名井古墳 方円 粘土槨 組合式木棺？ 主
棺外端（槨内）／頭部上
方／中央（左）






北（丘） 2 3 －
棺外隅（槨内）／頭部上
方／左
北（丘） 2 3 －
棺外隅（槨内）／頭部上
方／右






方円 粘土槨 組合式木棺 副
棺外（粘土床中）／脚部
下方／右




方円 石槨 割竹形木棺 主
棺外端（粘土床中）／脚
部下方／中央（右）
北北西（丘） 南（丘（→平？）） 2 1 刀子・鎌２ 堅田ほか 1967
86 弁天山B２号墳 東槨 円 粘土槨 割竹形木棺 主
棺外端（粘土床下・暗渠
上）／脚部下方／中央
北（丘、平） 南（平） 2 1 刀子・ ２・鎌 堅田ほか 1967














棺外（槨内）／頭部／右 北（平） 1 3 鉄刀
棺外（槨内）／脚部上半
／右
西北西（平→海） 1 3 鏡・鉄刀？ 鎌
棺外（槨内）／脚部直下
／右





3 3 鉄剣？ 鉄製工具類？
棺内隅（副室）／頭部上
方／左





南西（平→丘） 7 2 －
90 マエ塚古墳 円 粘土槨 割竹形木棺 主
棺外端～隅（遺物床）／
頭部上方／右
北（丘） 北（丘） 9 3 鋤先９・鎌４ 小島ほか 1969





北（（丘→）平→丘） 1 1? － 泉森 1973





















南（丘） 1 3 － 鎌・不明鉄器２
棺外隅（槨内）／脚部下
方？／左
北（平→丘） 2 3 刀子３・不明鉄器２
95 丸尾４号台状墓 方 組合式木棺 主
棺外端（墓壙内）／頭部
上方／中央
北北東（平→丘） 北北東（平→丘） 1 3 鉄剣・鉄鏃・
96 丸尾５号台状墓 方 組合式木棺 主
棺外（墓壙内）／胸部／
右
南（丘） 南東（丘） 1 3 －
棺外端（墓壙内？）／脚
部下方／左
北東（平→丘） 1 3 短甲・鉄鏃８・刀子
棺外（墓壙内？）／脚部
下方／左
北（平→丘） 1 3 －
棺外隅（棺上）／頭部上
方／右














100 谷畑古墳 円 組合式木棺 主
棺外（墓壙内）／頭部上
方？／左

































































































































西南西 西 西北西 北西 北北西 北 北北東 北東 東北東 東 東南東 南東 南南東 南 南南西 南西 総計
福岡県 2(8.0%) 4(16.0%) 1(4.0%) 1(4.0%) 1(4.0%) 5(20.0%) 1(4.0%) 4(16.0%) 4(16.0%) 1(4.0%) 1(4.0%) 25(100%)
愛媛県 1(33.3%) 1(33.3%) 1(33.3%) 3(100%)
香川県 1(16.7%) 2(33.3%) 1(16.7%) 1(16.7%) 1(16.7%) 6(100%)
徳島県 1(20.0%) 3(60.0%) 1(20.0%) 5(100%)
山口県 1(25.0%) 1(25.0%) 1(25.0%) 1(25.0%) 4(100%)
広島県 2(20.0%) 1(10.0%) 1(10.0%) 5(50.0%) 1(10.0%) 10(100.0%)
岡山県 1(11.1%) 3(33.3%) 1(11.1%) 2(22.2%) 1(11.1%) 1(11.1%) 9(100%)
島根県 1(25.0%) 1(25.0%) 1(25.0%) 1(25.0%) 4(100%)
鳥取県 1(50.0%) 1(50.0%) 2(100%)
兵庫県 2(25.0%) 3(37.5%) 1(12.5%) 1(12.5%) 1(12.5%) 8(100%)
京都府 2(12.5%) 5(31.3%) 3(18.8%) 4(25.0%) 1(6.3%) 1(6.3%) 16(100%)
大阪府 1(10.0%) 1(10.0%) 3(30.0%) 2(20.0%) 1(10.0%) 2(20.0%) 10(100%)
奈良県 1(8.3%) 1(8.3%) 4(33.3%) 1(8.3%) 1(8.3%) 2(16.7%) 2(16.7%) 12(100%)



















































































































































































































福岡県 愛媛県 香川県 徳島県 山口県 広島県 岡山県 島根県 鳥取県 兵庫県 京都府 大阪府 奈良県
割合（％）





































































































































































方円 2 1 1 1 5
方方 1 1
円 1 1
方 1 1 1 2 5
方円 3 1 1 1 2 1 9
方方 1 1 2
円 1 1 4 6









方円 1 1 2
方方
円 1 1 2
方 1 1 1 1 4
方円
方方
円 1 1 1 3









方円 4 1 1 1 1 2 1 11
方方 1 1 1 1 4
円 1 1 1 1 4
方 1 1 2 1 5
方円 3 1 1 1 1 1 2 10
方方 1 1 2
円 1 1 2













































































身体位置 右 中央（右） 中央 中央（左） 左 右 中央（右） 中央 中央（左） 左 右 中央（右） 中央 中央（左） 左
頭部上方 69/83 69/83/ 94




































































脚部下方 77/84 77 15/72 19/51a 19/89a 89b


















































































































































































































































































































































刀子＋ ＋鉄剣＋鉄鎌（＋鋤先）＋α 2 1 1 1
刀子＋ ＋鉄鎌 1
刀子＋ ＋鉄鎌＋鉄鏃 1




2 1 2 1 1 2 2
＋鏡 1 1
鑿・鏨 1
鉄鎌 1 1 1




袋状鉄斧のみ 3 2 3 3 1 1 2 2 1 1 2 1 2 3










































































































































袋状鉄斧のみ 1 1 4 1 6 1 1 2 1 1
































































































































袋状鉄斧のみ 1 1 2 1 1 1 1 1 1 2
合計 3 3 1 2 1 1 3 1 3 4 3 1 3 1 2 1 1 3 4
中央 中央（左）
前方後方墳
左右 中央（右）右 中央（右） 中央
前方後円墳
中央（左） 左
中央 中央（左） 中央（左） 左
円墳 方墳



































若八幡宮古墳 刀子 ⇒ 素環頭大刀 ⇒ 袋状鉄斧
七つグロ１号墳 後方部第２石槨 短冊形鉄斧・鉄鎌 ⇒ 鉄剣・刀子 ⇒ （袋状鉄斧）
安満宮山古墳 刀子 ⇒ 鑿 ⇒ ⇒ 鉄刀 ⇒ 短冊形鉄斧・袋状鉄斧
曽我氏神社２号墳 ⇒ 鉄鎌 ⇒ 短冊形鉄斧・袋状鉄斧
六ツ目古墳 ⇒ 袋状鉄斧
萱葉２号墳 ⇒ 鎌 ⇒ 刀子 ⇒ 袋状鉄斧 ⇒ ⇒ 鋤先・鉄剣
長谷古墳 袋状鉄斧 ⇒ 鎌 ⇒ 鋤先
真名井古墳 鏡 ⇒ 袋状鉄斧・














































































































     域関係の形成～縄文から古墳まで～』古代学協会中国四国支部合同大会研究発表要旨、古
     代学協会、2003 年、101 ～ 118 頁）。
(2)　今尾は以下のように想定している。第１段階は棺内配置で、被葬者の姿が見えている段階。
     第２段階は棺外配置で、棺蓋はのせらており、被葬者の姿は見えない段階。第３段階は石
     室外・粘土各外への配置で、木棺自体も見えない段階である。今尾文昭「古墳時代の画一
     性と非画一性－前期古墳の副葬品配列から考える－」（『橿原考古学研究所論集』第６、吉
     川弘文館、1984 年、111 ～ 166 頁）。
(3)  配置は、被葬者の位置が重要であるが、基本的に棺の中心を被葬者の中心とするほか、赤
     色顔料や鏡の位置なども参考としている。また、被葬者は基本的に身長 160cm として設定
     している。また、表中において頭部直上、脚部直下と細分した配置は、煩雑になるので頭
     部周辺・脚部下半に含めて分析している。
(4)  埋葬に関わる墳形や埋葬施設、頭位、副葬品など全ての要素を含めて葬送様式という言葉
     で表す。
(5)  都出比呂志「前方後円墳出現期の社会」（『考古学研究』第 26巻、第３号、考古学研究会、
     1979 年）。北条芳隆「古墳成立期にける地域間の相互作用－北部九州の評価を巡って－」（『考
     古学研究』第 37巻、第２号、考古学研究会、1990 年、49～ 69頁）。
     また本稿では東西南北を基本として、東西または南北に 22.4°ずつ、合わせて 45°ずつ８
     分割し、さらに境界上に来る場合を含めて 16区分している。
(6)  都出比呂志の以下の文献の 36ページの図 46に端的に表されているように、前方後円墳を
     頂点とした、墳形・規模によって表される身分秩序である。都出比呂志「古墳時代の中央
     と地方」（『古代史復元』６、講談社、1989 年、35～ 41頁）。
(7)  これは一昨年度行った宇那木山２号墳の調査の際に墳丘上からの眺望の良さを見て感の印
     象からである。地形は報告書中の地形図や写真とフリーソフトカシミール３Dの鳥瞰図を参
     考とし、埋葬施設の中心から頭位、配置方向を見た場合の地形を示している。第１～４図
     は国土地理院の数値地図 50ｍメッシュ（標高）に加筆している。
(8)  椿井大塚山古墳は全体の副葬品の様相は明らかでないが、今回対象とした遺跡において棺
     周囲全面に配置している例はないので、紫金山古墳と同様に頭部上方のみか、あったとし
     ても客部下方に２ヶ所ほどであろう。
(9)  この他に配置状況は明らかでないが、石塚山古墳においても袋状鉄斧が出土している。
(10) 加藤徹「副葬品配置における左右の意味について－豊前地域の弥生時代後期を中心として－」
     （『考古論集』、河瀬先生退官記念事業会、2004 年）。
(11) 安満宮山古墳では、袋状鉄斧は他の農工具と離れて配置されているが、それらを繋ぐ状況
     で鉄刀が配置されていることから、他の農工具との配置順序を知ることができる。
(12) 他の遺跡の袋状鉄斧を見ても、身部の厚さ非常に厚いものと、それほど厚くないものがあ
     るようであり、また、厚さが薄いものでは袋部の閉じ方も合わせ目が開くものが多いよう
     である。このような状況からすると、村上恭通が弥生時代において指摘しているのと同様に、
     古墳時代前期においても在地品は身の厚さが薄いもので、重厚な作りは非在地品である可
     能性が考えられる。筆者も中国・四国地域の袋状鉄斧は、古墳時代の前期前半までは弥生
     時代からあまり技術的な進歩が見られないことを指摘したが、これが古墳時代前期を通じ
     て変化がみられないかどうかは検討の余地がある。また、タニグチ古墳出土の大型有肩鉄
     斧は野島永の分類によると、Ⅰ式に入ると考えられ、これらの「輸入主体者としての畿内
     政権」の存在が想定されている点から、本例は舶載品の可能性が強いと思われる。野島永「古
     墳時代の有肩鉄斧」（『考古学研究』第 41巻、第４号、考古学研究会、1995 年、53～ 76頁）。
     村上恭通「鉄器普及の諸段階」（下條信行編『日本における石器から鉄器への転換形態の研
     究＜平成７年度～平成９年度科学研究費補助金（基盤研究 B）研究成果報告書＞』、1998 年、




     り、鉄刀を間に挟んでいることから、袋状鉄斧が鉄刀の前に配置された農工具と同じよう
     な機能であったとは考えにくい。さらに言えば、異なる祭祀の結果であるとみることもで
     きる。
(16) 弘法山古墳では、頭部の延長線上（頭部上方中央）に、袋所鉄斧が単独で埋葬施設と長軸
     をそろえて配置されており、一志茂樹や斉藤忠はこれを文献に見る「斧鉞」としての機能
     があったと想定している。中国の「斧鉞」については、野島永の論文の註（１）に紹介さ
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     れているので参照していただきたい。一志茂樹「斧鉞（まさかり）考－長野県松本市弘法
     山古墳の歴史的位置－」（『信濃』第 27巻、10号、信濃史学会、1975 年）。斉藤忠　「後論
     第四章　弘法山古墳出土の鉄斧とその機能」（『弘法山古墳』、松本市教育委員会、1978 年、
     103 ～ 125 頁）。前掲註（14）　野島 1995
(17) 農具的機能と言っても、農具に機能が限られるわけではなく、農耕祭祀に関わる際に使用




     馬大坪遺跡（袋状鉄斧７点出土）や、本稿で対象とした横隈狐塚遺跡では１遺跡が多数出
     土する例もあり、豊前地域と同様に、筑後川周辺の地域的特徴としてとらえることができ
     るかもしれない。これ以外では広島県の太田川流域の西願寺遺跡や梨ヶ谷遺跡で多数副葬
     されているが、西願寺遺跡の副葬品の様相やその後の配置位置の展開などから、筆者は外
     部から導入された葬送様式であったと考えている。綿貫俊一・坂本嘉弘編『五馬大坪遺跡』（天
     瀬町教育委員会、1989 年）。
(21) 墳丘上から出土した例としては徳永川ノ上遺跡 E地区１号墳、宮の前遺跡 C地点１号墳、
     徳重本村２号墳（以上福岡県）がある。この中で、徳重本村遺跡では鏡も墳丘上から出土
     している。周溝出土例としては、宮内第１遺跡２号墳丘墓、中峰２号墳（以上鳥取県）、立
     石墳墓群 102 号地点（兵庫県）、丸尾３号台状墓（奈良県）がある。ただし、中峰２号墳例
     は１号墳主体追葬時に埋葬施設から排出されたものであると想定されている。埋納施設出
     土例としては金蔵山古墳副室（岡山県）、広峯８号墳埋納土坑（京都府）、メスリ山古墳副室（奈
     良県）などがある。
     宮の前遺跡：下條信行・沢皇臣編『宮の前遺跡（A～ D地点）』（福岡県労働者住宅生活共同
     組合、1971 年）。
     徳重本村２号墳：熊代昌之編『徳重本村』（宗像市教育委員会、2002 年）。
     宮内第１遺跡２号墳丘墓：原田雅弘編『宮内第１遺跡　宮内第４遺跡　宮内第５遺跡　宮
     内２・63～ 65号墳（（財）鳥取県教育文化財団、1996 年）。
     中峰２号墳：岡本智則『中峰古墳群発掘調査報告書』（倉吉市教育委員会、1998 年）。
     金蔵山古墳：西谷眞治・鎌木義昌『金蔵山古墳』（倉敷考古館、1959 年）。
     立石墳墓群 102号地点：瀬戸谷晧編『北浦古墳群・立石墳墓群』（豊岡市教育委員会、1987 年）。
     丸尾３号台状墓：井上義光・仲富美子編『野山遺跡群Ⅱ』（奈良県教育委員会、1989 年）。
     広峯８号墳：﨑山正人編『駅南地区発掘調査報告書』（福知山市教育委員会、1989 年）。
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